
７ 環境コミュニケーション 
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長崎大学生活協同組合 

 

今回発行する長崎大学環境報告書の報告対象の組

織には、長崎大学生活協同組合は含まれていません。

しかし、長崎大学の敷地内で、食堂・購買部等の営

業活動を展開している利害関係者であり、環境配慮

の取組を進める上で、最も重要な事業者であるとい

えます。従って、今後も緊密なコミュニケーション

をとり、長崎大学と一体となって、その活動状況を

学外に報告することが重要であるという観点から、

この章に、生活協同組合のページを設けるというこ

ととしました。 

 幸い、本学生活協同組合は、ＩＳＯ１４００１の

認証取得を２００４年１月に行い、下に示した環境

方針の基に、いち早く、環境活動を進め、成果をあ

げつつあります。なかでも、学内のゴミ削減と環境

保全のために、2005 年 1 月 17 日より生協オリジナル

の弁当容器のリサイクルを「デポジット方式」で始

めました。全国的にも新しいこの活動は注目を集め、

現在は、弁当容器、紙コップにも、この方式が拡大

し、他大学の生協へもその活動の輪が広がっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎大学生活協同組合はＩＳＯ１４００１の認証取得を２００４年１月に行い、環境方針の基に環

境活動を行っています。 

 

【環境方針】 

 長崎大学生協は、組合員の意志によって作られました。長崎大学生協の役割は、協同互助の精

神に基づき民主的運営により組合員の生活の文化的経済的改善向上を図ることを目的としていま

す。 

 環境保全活動が商品、サービス、及びすべての活動の基礎的な取り組みであると認識し、可能

な範囲において、目的・目標を設定し、見直す枠組みを与え、環境保全活動を以下のとおり、継

続的改善と汚染の予防を推進します。 

（１）環境関連の法規制、条例、その他受け入れを決めた要求事項を遵守します。 

（２）長崎大学生協文教キャンパス施設において、電気・ガス・紙・水の使用量削減、廃棄物の

削減、リサイクル活動をすすめます。 

（３）環境保全活動を推進するため、環境マネジメント推進組織を整備し、全職員が活動できる

ようにします。 

（４）内部環境監査を実施し、自主管理による環境マネジメントシステムの維持向上に努めます。 

（５）環境教育、内外の公表を行い、全職員の環境方針の理解と環境に関する意識の向上を図り

ます。 

環境方針はパンフレットなどを作成し、長崎大学生協内外に広く公表します。 

２００５年１０月１７日 

長崎大学生活協同組合 専務理事 山下 毅 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
知って長大、見てちょうだい・05 年夏号より 
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YOMIURI ON-LINE（読売新聞）より  

広報用ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

スタートから１年の現状は 

●２００５年２月までの累計で２７.５％の回収率 （店舗別にも異なる）        

● 年度末は回収率が高くなる (まとめて返却する上級生や先生方) 

● 認知度が低い、利用者が限られている 
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その他の具体的活動 

● 電気使用量の削減 

2005年度は2003年度比約10%の削減を達成

しています。 

● ガス使用量の削減 

2005 年度は 2003 年度（5月〜翌 2月）との

比較では、約10%の削減を達成していますが、

2004 年度との比較では、11％の増加でした。 

● コピー用紙利用の抑制 

2005 年度の実績は、2003 年比約 30％の削

減を達成しています。 

● ちらし・パンフ類の廃棄削減 

2005 年度は、廃棄量の把握期間から、実際

に不要なパンフレットの削減の段階にはいり

ましたが、廃棄量の把握が十分でなく今後の

見直しが必要です。 

● 弁当容器のリサイクル 

2005 年 3 月〜2006 年 2月の回収状況は、累

計で、回収率 28％でした。回収率アップのた

めに、組合員への周知活動を強める必要があ

ります。 

この弁当容器回収は、2006 年 3 月より、生

協オリジナル弁当の全品目へ拡大し、また、

大学生協九州事業連合に加入するすべての大

学生協での取り組みへ広がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● その他 

・ペットボトルリサイクルシステムの運用 

・飲料自動販売機、紙コップのリサイクルシ

ステムの運用は 1998 年からはじめていま

すが、回収率は 7割とほぼ定着しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生協事業から排出される段ボールのリサイ

クルシステム運用 

・ 学園祭実行委員会への食器貸し出し 

（使い捨て紙皿等を使用しない） 

・レジでの簡易包装 

・環境に配慮した文具等の販売活動 

・ 生協機関誌での環境活動推進広報活動 

 

環境報告書は以下の HP をご覧ください。 

（http://ha1.seikyou.ne.jp/home/nuc/envirome

nt.pdf） 
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